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生物多様性

自然・環境ブック

＜内容＞
・生物多様性とは 2ページ～
・新潟県の希少な生きもの 6ページ～
・ほかの地域から来た生きもの（外来種） 9ページ～
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生態系の多様性とは、海、森林、里山、田畑、河川などのさまざまな
自然と、それぞれの自然に適応したさまざまな生きもの同士が共存する
ことにより、同じものがなく、多様な生態系が存在することです。

種の多様性とは、動物・植物や菌類、バクテリアなど、種類や姿
形の異なる生きものがいるということです。

遺伝子の多様性とは、同じ種の生きものでも、それぞれの遺伝子
に違いがあることです。遺伝子の違いにより、異なる色や形をして
いたり、病気になりにくかったりするなど、違いがあります。

生物多様性とは

自然の中では、多くの生きものがそれぞれつながりを持って生きています。

そのような生きものと生きものが暮らす自然環境を合わせて「生態系」といい、
生態系にたくさんの種類の生きものがバランスを保ちながら生きていることを
「生物多様性」といいます。

自然環境

地形・地質
信濃川、阿賀野川
越後平野、高田平野
山岳
佐渡島、粟島
フォッサマグナ   など

気候
日本海側気候

豪雪 など

○ 新潟県の豊かな自然環境と生物多様性（３つの多様性）
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１ 生態系の多様性

２ 種の多様性

３ 遺伝子の多様性

かんきょう

かんきょう

かんきょう

ごうせつ
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生物多様性と私たちの暮らし

生物多様性は、食料や水、気候の安定など、私たちの
暮らしにかけがえのない多くの恵みをもたらし、私たち
の快適で安全安心な暮らしを支えています。
新潟県の豊かな自然を未来につないでいくために、生

きものに支えられている私たちのくらしに『気づき』、
そして『考え』、実際に『行動する』ことが大切です。

自然の恵みを受け取って

自然の恵みを上手に使って自然の恵みを守り育てる
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生きものが生み出す
大気や水

暮らしに必要な食料
や材料、新しい技術
のアイデア

災害などから私たち
の暮らしを守る自然
の働き

自然を利用して生まれ
る文化や自然の中で
感じる楽しみ

生態多様性がもたらす４つの恵み
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生きものが生み出す大気や水

生物多様性がもたらす恵み

植物の光合成によりつくられる酸素は全ての生きものの命を支えています。また、豪雪地帯であ

新潟県は雪に由来する豊富な水資源が農作物や生きものを育む基盤となっています。

暮らしに必要な食料や材料、新しい技術のアイデア

生きものは、私たちに食料・家を建てる木材・服や紙をつくる材料などをもたらし 、また、自

然界の生きものの形や仕組みが、新しい技術開発のアイデアをもたらすこともあります。

自然を利用して生まれる文化や自然の中で感じる楽しみ

工芸や芸能はそれぞれの地域の生物多様性と深く関係し、芸術作品のヒントになったり、私たち

に魚釣りや紅葉狩りなどを楽しむ機会を与えたりすることもあります。

災害などから私たちの暮らしを守る自然の働き

高木や低木、コケ類など、多様な樹木が生い茂る森林は多くの生きものを育むだけでなく、樹木

が根を張ることで土砂災害が起こりにくくなるなど、災害を防ぐ働きを持っています。

きばん

ごうせつ
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第１の危機（開発などの人間活動による危機）

生物多様性の危機（４つの危機）

自然環境への気づかいをせずに行った開発によって森林や畑・田んぼなどの農地が減少し、生き

もののすみかが減少したり、生きものの数が減少したりしています。

第２の危機（自然に対する働きかけの縮小による危機）

人が利用することで維持管理されてきた里地里山などの身近な自然が、担い手の減少や高齢化な

どによって手入れがされなくなり、生態系に悪いを影響を与えます。

第３の危機（人間により持ち込まれたものによる危機）

もともと生息・生育していなかった地域にほかの地域から持ち込まれた外来種、様々な化学物質

など、人が持ち込んだものにより、生態系に悪いを影響を与えます。

第４の危機（地球環境の変化による危機）

気温や海面温度の上昇、降水量の変化といった地球温暖化・気候変動などの地球環境の変化によ

り、生態系に悪いを影響を与えます。

すべての生きものの生存の基盤であり、私たちの快適で安全安心な暮らしを支
える生物多様性には、次のような危機が進行しています。

きばん

えいきょう

えいきょう

えいきょう

こうれいか

かんきょう
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新潟県の希少な生きもの①

どうして数が減ったの

区分 種数 主な種類

絶滅 11 ニホンオオカミ、ニホンカワウソ、ベッコウトンボ

野生絶滅 2 ツルスゲ、デンジソウ

絶滅危惧Ⅰ類 155 トキ、ライチョウ、ニホンイトヨ、ホテイアツモリソウ、サドマイマイ

絶滅危惧Ⅱ類 371 サドアザミ、ヤマコウモリ、ジュウサンウグイ、アサマシジミ

準絶滅危惧 312 オシドリ、ギフチョウ、ニホンイシガメ

地域個体群 266 ハナカジカ、アワシマケマイマイ、スズラン

○新潟県のレッドデータブック・レッドリストに掲載された生きもの
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人の生活や開発、地球温暖化の影響、乱獲や外来種の侵入などにより、昔から
新潟に生息・生息している生きものの数が減ってしまいました。

新潟県では、数少ない生きものを掲載した「レッドデータブック」や「レッド
リスト」を公開しています。

らんかくえいきょう

けいさい

けいさい

ぜつめつきぐ

ぜつめつ

ぜつめつ

ぜつめつきぐ

ぜつめつきぐ
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新潟県の希少な生きもの②

数が減らないようにするにはどうすればいいの

開発や地球温暖化等の影響による絶滅を避け、その地域にしかいない生きもの
や生態系を守ることは、非常に重要な課題です。
その地域に生きる希少な生きもの達が生息・生育する環境を守ること、必要に

応じて保護し、繁殖を助けること、地球温暖化の対策に取り組むことが大切です。

ホテイアツモリソウ

ジュウサンウグイ

トキ（写真提供：環境省）
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【絶滅危惧（ぜつめつきぐ）Ⅰ類】

【絶滅危惧（ぜつめつきぐ）Ⅱ類】

トミヨ属淡水型ムラヤママイマイチョウセンアカシジミ

ヤマコウモリ サドアザミ アサマシジミ アラメエンマコガネ

えいきょう さ

はんしょく

かんきょう
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希少な野生の生きものの保護

希少な野生の生きものを守るために

○新潟県の「指定希少野生動植物」
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希少な野生の生きものをむやみに捕まえたり、採取したりしないように保護し、

多様な生きものが生きる良好な自然環境を守ることを目的に、「新潟県希少野生

動植物保護条例」を定めました。（令和３年３月 30 日）

特に保護する種として、 令和４年３月２９日時点で19種を「指定希少野生動

植物」に指定しています。

昆
虫
類

モノサシトンボ科
セセリチョウ科
シロチョウ科
シジミチョウ科

オオモノサシトンボ
チャマダラセセリ
クモマツマキチョウ
ゴマシジミ

令和３年
４月30日
指定

植
物

キンポウゲ科

ボタン科
ラン科

オキナグサ
ツクモグサ
ベニバナシャクヤク
サルエンメビネ
ユウシュンラン
コアツモリソウ
キバナノアツモリソウ
クマガイソウ

植
物

ラン科 サギソウ
ムカゴソウ
トキソウ

令和３年
４月30日
指定

植
物

ラン科
チャセンシダ科

サワラン
イチョウシダ

令和４年
３月29日
指定

貝
類

オナジマイマイ科
キセルモドキ科

エチゴマイマイ
ヤセキセルモドキ

つか

かんきょう
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ほかの地域から来た生きもの（外来種）

もともと生息・生育していなかった地域に、人により持ち込まれた生きものを

外来種といい、もとから新潟にいた生きものを餌にしたり、すみかや食料を奪っ
たりするなど、問題が生じることがあります。
また、在来の生きものを追いやったり、畑や農作物を荒らしたり、人にかみ付

くなどの被害を及ぼすものもあり、国は、そのような被害を及ぼすおそれのある
海外から持ち込まれた外来種を特定外来生物として指定しています。

○新潟県で見つかっている外来種の例

オオクチバス
特定外来生物

カミツキガメ
特定外来生物

オオキンケイギク
特定外来生物

セアカゴケグモ
特定外来生物

9

どんな問題があるの

アライグマ(写真提供：環境省)

特定外来生物

うば
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外来種への対応で覚えておきたいこと

○特定外来生物と条件付特定外来生物

アメリカザリガニ アカミミガメ
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○特定外来生物に指定された
生きものは、原則として、
右のイラストにあることを
してはいけません。

運搬 保管飼育、栽培

輸入 放出 譲渡

特定外来生物の中で、アカミミガメとアメリカザリガニ
は、条件付特定外来生物に指定されています。
この２種は、家庭で飼育することや持ち運ぶこと（運

搬）は禁止されていませんが、放出（野外に放すこと）や
販売をしてはいけません。  

※イラストは環境省外来種被害防止行動計画パンフレットより
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外来種への対応

外来種による被害を予防するための３原則に基づいた行動が求められます。

○被害拡大を防ぐための外来種被害予防３原則
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わたしたちにできること

①入れない
   外来種をむやみに日本に入れない。海外からはもちろん、国内の他の地域からも
持ち込まない。

②捨てない
   飼育・栽培している外来種を捨てない、逃がさない。
   外来種はもちろん、飼っているペットも野外に捨てたり、放したりせず、責任を

持って最後まで飼育・栽培する。

③拡げない
   野外にいる外来種を他の地域に拡げない。
   野外に定着してしまっている外来種をまだ定着していない地域に拡げない。

さいばい

ひろ

ひろ

ひろ
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